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　「胃と腸」誌は，消化管癌の中でも早期癌の形態診断の
追求をメインテーマとして刊行された医学雑誌です．なか
でも1990年代は陥凹型早期大腸癌の診断が最も注目さ
れた話題の一つでした．一方，この時期から本邦の潰瘍性
大腸炎患者数が急増し，本症における内視鏡所見の詳細
な解析もが「胃と腸」誌に取り上げられるようになりました．
本号は，そのような状況において発行された大変ユニーク
な号となっています．当時，潰瘍性大腸炎は直腸から連続
性に罹患する慢性炎症性疾患と信じられていましたが，本
号では当時本症患者で高率に非連続性の虫垂開口部病
変が認められることが示されました．その事実は，内視鏡
所見のみならず大腸切除標本の検討からも明らかとなりま
した．
　一方，本号では潰瘍性大腸炎が区域性病変，縦走潰
瘍，あるいは敷石様所見を伴うことも示され，Crohn病との
鑑別が困難な症例が存在することも論じられています．さ

らに，サイトメガロウイルス感染を合併した症例，アフタ様
病変から典型像へと進展した症例など，現在の炎症性腸
疾患診療でも念頭に置くべき病態が示されています．また，
拡大内視鏡観察下の重症度評価に有用な内視鏡像が網
羅的に示されています．
　潰瘍性大腸炎の罹患範囲や局所所見は一見単純に思
われがちであり，直腸炎型，左側大腸炎型，全大腸炎型の
極めて単純な分類が用いられています．ところが，実際に
は極めて複雑かつ多彩な病態を呈します．本号はそれまで
注目されることのなかった所見やCrohn病との鑑別に着目
し，その後用いられるようになったIBD-unclassified（IBD-U）
の基本となる臨床データが満載されています．以上のこと
から，私は本号が大変貴重な情報を提供してくれたものと
考えています．そして，現在でも本号が問いかけた「潰瘍性
大腸炎の病態」に関して未解決点が残されているものと思
われます．
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